
毎
年
乾
燥
せ
る
寒
き
冬
の
季
節
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
す
。
大
体
、
ワ
ク
チ
ン
を
施
せ
ば
、
輕
く
濟
む
と
言
は
る

る
あ
り
、
毎
年
十
二
月
初
旬
に
は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
を
常
と
す
。
あ
ま
り
早
く
ワ
ク
チ
ン
打
つ
と
、
二
月
よ
り
三
月

に
最
も
流
行
る
時
期
に
そ
の
免
疫
失
效
す
る
な
り
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

り
て
引
き
起
さ
る
る
急
性
感
染
症
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
呼
び
た
り
。
多
く
は
上
氣
道
炎
症
状
・
呼
吸
器
疾
患
を
伴
ふ
に

よ
り
流
行
性
感
冒
と
ぞ
呼
ば
る
る
。
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
、
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ｃ
型
の
三
種
類
あ
り
。

不
覺
に
も
今
年
は
Ｂ
型
に
か
か
り
き
。
ウ
ィ
ル
ス
體
内
に
入
り
て
よ
り
二
三
日
に
て
發
症
す
。
最
初
は
夜
中
に
九
度

の
発
熱
あ
り
て
、
翌
朝
近
所
の
内
科
に
診
察
を
求
む
れ
ど
、
検
査
は
陽
性
に
は
な
ら
ず
、
普
通
の
風
邪
と
診
斷
さ
れ
、
抗

生
劑
等
を
貰
ひ
歸
宅
し
た
り
き
。
し
か
れ
ど
、
熱
は
、
あ
る
い
は
九
度
に
上
昇
し
あ
る
い
は
、
七
度
台
に
鎭
靜
し
、
乱
高

下
を
繰
り
返
す
。
月
曜
日
に
再
度
内
科
に
診
療
を
求
む
れ
ば
今
度
は
Ｂ
型
の
陽
性
反
應
出
で
き
。
イ
ナ
ビ
ル
と
い
ふ
吸

引
す
る
藥
處
方
せ
ら
れ
、
藥
劑
師
見
守
る
な
か
全
八
囘
吸
引
す
。
他
に
投
藥
は
な
か
り
き
。
帰
宅
す
る
や
熱
は
四
十
度

に
な
り
た
れ
ど
、
夕
方
よ
り
下
が
り
始
め
、
翌
朝
に
は
平
熱
に
な
る
。
こ
の
藥
の
威
力
は
い
み
じ
と
思
へ
ど
、
人
に
よ
り

て
は
身
體
全
體
に
發
疹
を
生
ず
る
副
作
用
あ
り
。
水
曜
日
ま
で
は
人
と
の
接
觸
は
避
く
る
や
う
に
と
の
醫
師
の
指
示
に

て
大
人
し
く
家
に
て
仕
事
を
し
な
が
ら
半
分
寢
ね
た
り
き
。
咳
の
み
殘
り
て
、
他
人
に
移
す
可
能
性
あ
り
た
れ
ば
、
人
に

逢
ふ
事
極
力
控
へ
た
り
。

比
較
的
平
熱
の
高
き
吾
は
、
八
度
ほ
ど
な
る
が
眠
り
に
つ
き
や
す
き
温
度
に
て
、
四
十
度
の
熱
は
何
十
年
ぶ
り
な
る
か

記
憶
に
な
き
所
な
り
。
熱
さ
は
さ
ほ
ど
苦
に
な
ら
ざ
る
も
、
熱
下
が
り
て
後
、
難
儀
す
る
こ
と
甚
だ
し
。
足
腰
ま
る
で
登

山
せ
し
や
う
に
張
り
て
、
坐
る
も
横
た
は
る
も
痛
み
に
耐
へ
ず
、
二
日
ほ
ど
大
井
町
の
整
體
師
の
所
へ
通
ひ
き
。
院
長
は

錦
織
圭
の
整
体
師
に
て
、
海
外
遠
征
の
際
に
は
必
ず
同
伴
す
る
と
の
由
。
伊
達
公
子
も
現
役
の
こ
ろ
そ
こ
へ
通
ひ
た
る

事
聞
き
及
ぶ
。
ス
ポ
ー
ツ
整
體
な
れ
ば
、
若
き
人
た
ち
運
動
の
故
障
に
て
通
ふ
が
常
に
し
て
、
高
齢
の
患
者
は
皆
無
な
り
。
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